
JP 2016-523035 A5 2017.3.9

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成29年3月9日(2017.3.9)

【公表番号】特表2016-523035(P2016-523035A)
【公表日】平成28年8月4日(2016.8.4)
【年通号数】公開・登録公報2016-046
【出願番号】特願2016-512047(P2016-512047)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｗ  72/04     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  84/12     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  72/10     (2009.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｗ   72/04     １３２　
   Ｈ０４Ｗ   84/12     　　　　
   Ｈ０４Ｗ   72/10     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年2月3日(2017.2.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データを送信するための方法であって、
　１次周波数チャネルに関連付けられたランダムバックオフカウンタを、アクセスポイン
トによって、動作させることと、
　前記ランダムバックオフカウンタが終了した後に第１の局に前記１次周波数チャネルを
介して第１のデータパケットを、前記アクセスポイントによって、送信することと、
　前記ランダムバックオフカウンタが終了した後、２次周波数チャネルが、前記ランダム
バックオフカウンタが終了した時間の前の時間間隔に基づく時間の時間期間にアイドル状
態であったかどうかを、前記アクセスポイントによって、決定することと、
　前記２次周波数チャネルに関連付けられた第２のランダムバックオフカウンタを動作さ
せることと、
　前記２次周波数チャネルが、前記ランダムバックオフカウンタが終了した前記時間の前
の前記時間間隔に基づく時間の前記時間期間にアイドル状態であった場合に、および前記
第２のランダムバックオフカウンタが前記ランダムバックオフカウンタの前に終了した場
合に、第２の局に前記２次周波数チャネルを介して第２のデータパケットを、前記アクセ
スポイントによって、送信することと、
　前記ランダムバックオフカウンタが前記第２のランダムバックオフカウンタの前に終了
した場合に、前記１次周波数チャネルを介して前記第２のデータパケットを送信すること
と、
　前記ランダムバックオフカウンタまたは前記第２のランダムバックオフカウンタの最初
のものが終了した後、終了していないランダムバックオフカウンタに関連付けられた周波
数チャネルが、前記それぞれのランダムバックオフカウンタが終了した時間の前のポイン
ト協調機能インターフレームスペース（ＰＩＦＳ）に基づく時間の時間期間にアイドル状
態であったかどうかを決定することと、
　前記それぞれの周波数チャネルが、前記それぞれのランダムバックオフカウンタが終了
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した前記時間の前の前記ＰＩＦＳに基づく時間の前記時間期間にアイドル状態であった場
合に、終了していないランダムバックオフカウンタに対応するデータパケットを送信する
ことと
を備える方法。
【請求項２】
　前記時間間隔はポイント協調機能インターフレームスペース（ＰＩＦＳ）を備える、請
求項１に記載の方法。
【請求項３】
　３元周波数チャネルが、前記第２のランダムバックオフカウンタが終了した時間の前の
アービトレーションフレーム間間隔（ＡＩＦＳ）に基づく時間の時間期間にアイドル状態
であった場合に、前記３元周波数チャネルを介して第４のデータパケットを送信すること
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記２次周波数チャネルおよび３元周波数チャネルを介して前記第２のデータパケット
を送信することをさらに備え、前記第２のデータパケットは、物理レイヤプリアンブルを
備え、前記物理レイヤプリアンブルは、前記２次周波数チャネルに前記第２の局、および
前記３元周波数チャネルに第３の局の割振りを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第２のデータパケットの送信後に、前記２次周波数チャネルを介して前記第２の局
に第３のデータパケットを送信することと、
　前記第２のデータパケットの送信後に、前記３元周波数チャネルの前記第３の局に第４
のデータパケットを送信することと
をさらに備える、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記１次周波数チャネル、前記２次周波数チャネル、および前記３元周波数チャネルは
、動作帯域幅において隣接している、請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　前記１次周波数チャネル、前記２次周波数チャネル、および前記３元周波数チャネルは
、動作帯域幅において隣接していない、請求項４に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１の局は、前記２次周波数チャネルまたは前記３元周波数チャネルを介して通信
するように構成されていない、請求項４に記載の方法。
【請求項９】
　ランダムバックオフカウンタを動作させることは、制限付きアクセスウィンドウ（ＲＡ
Ｗ）タイミングに基づく時間に前記ランダムバックオフカウンタを動作させることを備え
、前記ＲＡＷタイミングは、媒体へのアクセスが局のグループに制限される時間間隔であ
る、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　ランダムバックオフカウンタを動作させることは、ターゲット起動時間（ＴＷＴ）に基
づく時間に前記ランダムバックオフカウンタを動作させることを備え、前記ＴＷＴは、前
記第１の局が起動している時間である、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第２のデータパケットの送信が完了した後に、前記２次周波数チャネルを介して前
記第２の局から第１のブロック確認応答を受信することと、
　前記第１のブロック確認応答の受信に応答して、前記１次周波数チャネルを介して前記
第１の局にブロック確認応答要求を送信することと、
　前記ブロック確認応答要求に応答して、前記１次周波数チャネルを介して前記第１の局
から第２のブロック確認応答を受信することと
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
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　前記第２のデータパケットの送信が完了した後に、前記２次周波数チャネルを介して前
記第２の局から第１のブロック確認応答を受信することと、
　前記第１のデータパケットの送信が完了した後に、前記１次周波数チャネルを介して前
記第１の局から第２のブロック確認応答を受信することと、前記第１のブロック確認応答
および前記第２のブロック確認応答は同じ時間に受信される、
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第１のデータパケットおよび前記第２のデータパケットの送信が完了した後に、前
記１次周波数チャネルを介して前記第１の局に、前記２次周波数チャネルを介して前記第
２の局にブロック確認応答要求を送信することと、
　前記ブロック確認応答要求に応答して、前記２次周波数チャネルを介して前記第２の局
から第１のブロック確認応答を受信することと、
　前記ブロック確認応答要求に応答して、前記１次周波数チャネルを介して前記第１の局
から第２のブロック確認応答を受信することと、前記第１のブロック確認応答および前記
第２のブロック確認応答は同じ時間に受信される、
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記第１のデータパケットおよび前記第２のデータパケットの送信が完了した後に、前
記１次周波数チャネルを介して前記第１の局および前記第２の局にブロック確認応答要求
を送信することと、
　前記ブロック確認応答要求に応答して、前記２次周波数チャネルを介して前記第２の局
から第１のブロック確認応答を受信することと、
　前記ブロック確認応答要求に応答して、前記１次周波数チャネルを介して前記第１の局
から第２のブロック確認応答を受信することと、前記第１のブロック確認応答および前記
第２のブロック確認応答は同じ時間に受信される、
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記第２のデータパケットの送信が完了した後に、前記１次周波数チャネルを介して前
記第２の局から第１のブロック確認応答を受信することと、
　前記第１のデータパケットの送信が完了した後に、前記１次周波数チャネルを介して前
記第１の局から第２のブロック確認応答を受信することと、前記第１のブロック確認応答
および前記第２のブロック確認応答は同じ時間に受信される、
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　データを送信するためのアクセスポイントであって、
　１次周波数チャネルに関連付けられたランダムバックオフカウンタを動作させるための
手段と、
　前記ランダムバックオフカウンタが終了した後に第１の局に前記１次周波数チャネルを
介して第１のデータパケットを送信するための手段と、
　前記ランダムバックオフカウンタが終了した後、２次周波数チャネルが、前記ランダム
バックオフカウンタが終了した時間の前の時間間隔に基づく時間の時間期間にアイドル状
態であったかどうかを決定するための手段と、
　前記２次周波数チャネルに関連付けられた第２のランダムバックオフカウンタを動作さ
せるための手段と、
　ここにおいて、送信するための前記手段は、前記２次周波数チャネルが、前記ランダム
バックオフカウンタが終了した前記時間の前の前記時間間隔に基づく時間の前記時間期間
にアイドル状態であった場合に、および前記第２のランダムバックオフカウンタが前記ラ
ンダムバックオフカウンタの前に終了した場合に、第２の局に前記２次周波数チャネルを
介して第２のデータパケットを送信するための手段をさらに備える、
　ここにおいて、送信するための前記手段は、前記第２のランダムバックオフカウンタが
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前記ランダムバックオフカウンタの前に終了した場合に、前記２次周波数チャネルを介し
て前記第２のデータパケットを送信するための手段をさらに備え、
　前記ランダムバックオフカウンタまたは前記第２のランダムバックオフカウンタの最初
のものが終了した後、終了していないランダムバックオフカウンタに関連付けられた周波
数チャネルが、前記それぞれのランダムバックオフカウンタが終了した時間の前のポイン
ト協調機能インターフレームスペース（ＰＩＦＳ）に基づく時間の時間期間にアイドル状
態であったかどうかを決定するための手段と、
　前記それぞれの周波数チャネルが、前記それぞれのランダムバックオフカウンタが終了
した前記時間の前の前記ＰＩＦＳに基づく時間の前記時間期間にアイドル状態であった場
合に、終了していないランダムバックオフカウンタに対応するデータパケットを送信する
ための手段をさらに備える送信するための前記手段と
を備えるアクセスポイント。
【請求項１７】
　前記時間間隔はポイント協調機能インターフレームスペース（ＰＩＦＳ）を備える、請
求項１６に記載のアクセスポイント。
【請求項１８】
　３元周波数チャネルが、前記第２のランダムバックオフカウンタが終了した時間の前の
アービトレーションフレーム間間隔（ＡＩＦＳ）に基づく時間の時間期間にアイドル状態
であった場合に、前記３元周波数チャネルを介して第４のデータパケットを送信するため
の手段をさらに備える、請求項１６に記載のアクセスポイント。
【請求項１９】
　ランダムバックオフカウンタを動作させるための手段は、制限付きアクセスウィンドウ
（ＲＡＷ）
タイミングに基づく時間に前記ランダムバックオフカウンタを動作させるための手段を備
え、前記ＲＡＷタイミングは、媒体へのアクセスが局のグループに制限される時間間隔で
ある、請求項１６に記載のアクセスポイント。
【請求項２０】
　ランダムバックオフカウンタを動作させるための手段は、ターゲット起動時間（ＴＷＴ
）に基づく時間に前記ランダムバックオフカウンタを動作させるための手段を備え、前記
ＴＷＴは、前記第１の局が起動している時間である、請求項１６に記載のアクセスポイン
ト。
【請求項２１】
　動作させるための前記手段は、プロセッサを備え、前記第１のデータパケットを送信す
るための前記手段と、前記第２のデータパケットを送信するための前記手段とは、送信機
を備え、決定するための前記手段は、信号検出器を備える、請求項１６に記載のアクセス
ポイント。
【請求項２２】
　実行されたときにアクセスポイントに、
　１次周波数チャネルに関連付けられたランダムバックオフカウンタを動作させることと
、
　前記ランダムバックオフカウンタが終了した後に第１の局に前記１次周波数チャネルを
介して第１のデータパケットを送信することと、
　前記ランダムバックオフカウンタが終了した後、２次周波数チャネルが、前記ランダム
バックオフカウンタが終了した時間の前の時間間隔に基づく時間の時間期間にアイドル状
態であったかどうかを決定することと、
　前記２次周波数チャネルに関連付けられた第２のランダムバックオフカウンタを動作さ
せることと、
　前記２次周波数チャネルが、前記ランダムバックオフカウンタが終了した前記時間の前
の前記時間間隔に基づく時間の前記時間期間にアイドル状態であった場合に、および前記
第２のランダムバックオフカウンタが前記ランダムバックオフカウンタの前に終了した場
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合に、第２の局に前記２次周波数チャネルを介して第２のデータパケットを送信すること
と
　前記第２のランダムバックオフカウンタが前記ランダムバックオフカウンタの前に終了
した場合に、前記２次周波数チャネルを介して第２のデータパケットを送信することと、
　前記ランダムバックオフカウンタまたは前記第２のランダムバックオフカウンタの最初
のものが終了した後、終了していないランダムバックオフカウンタに関連付けられた周波
数チャネルが、前記それぞれのランダムバックオフカウンタが終了した時間の前のポイン
ト協調機能インターフレームスペース（ＰＩＦＳ）に基づく時間の時間期間にアイドル状
態であったかどうかを決定することと、
　前記それぞれの周波数チャネルが、前記それぞれのランダムバックオフカウンタが終了
した前記時間の前の前記ＰＩＦＳに基づく時間の前記時間期間にアイドル状態であった場
合に、終了していないランダムバックオフカウンタに対応するデータパケットを送信する
ことと
を行わせるコードを備える非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項２３】
　前記時間間隔はポイント協調機能インターフレームスペース（ＰＩＦＳ）を備える、請
求項２２に記載の媒体。
【請求項２４】
　実行されたときにアクセスポイントに、３元周波数チャネルが、前記第２のランダムバ
ックオフカウンタが終了した時間の前のアービトレーションフレーム間間隔（ＡＩＦＳ）
に基づく時間の時間期間にアイドル状態であった場合に、前記３元周波数チャネルを介し
て第４のデータパケットを送信することを行わせるコードを備える、請求項２２に記載の
媒体。
【請求項２５】
　実行されたときにアクセスポイントに、制限付きアクセスウィンドウ（ＲＡＷ）タイミ
ングに基づく時間に前記ランダムバックオフカウンタを動作させることを行わせるコード
を備え、前記ＲＡＷタイミングは、媒体へのアクセスが局のグループに制限される時間間
隔である、請求項２２に記載の媒体。
【請求項２６】
　実行されたときにアクセスポイントに、ターゲット起動時間（ＴＷＴ）に基づく時間に
前記ランダムバックオフカウンタを動作させることを行わせるコードを備え、前記ＴＷＴ
は、前記第１の局が起動している時間である、請求項２２に記載の媒体。
【請求項２７】
　データを送信するためのアクセスポイントであって、
　１次周波数チャネルに関連付けられたランダムバックオフカウンタ、および２次周波数
チャネルに関連付けられた第２のランダムバックオフカウンタを動作させるように構成さ
れたプロセッサと、
　前記ランダムバックオフカウンタが終了した後に第１の局に前記１次周波数チャネルを
介して第１のデータパケットを送信するように構成された送信機と、
　前記ランダムバックオフカウンタが終了した後、前記２次周波数チャネルが、前記ラン
ダムバックオフカウンタが終了した時間の前の時間間隔に基づく時間の時間期間にアイド
ル状態であったかどうかを決定するように構成された信号検出器と、前記送信機は、前記
２次周波数チャネルが、前記ランダムバックオフカウンタが終了した前記時間の前の前記
時間間隔に基づく時間の前記時間期間にアイドル状態であった場合に、および前記第２の
ランダムバックオフカウンタが前記ランダムバックオフカウンタの前に終了した場合に、
第２の局に前記２次周波数チャネルを介して第２のデータパケットを送信するようにさら
に構成され、
　前記送信機は、前記第２のランダムバックオフカウンタが前記ランダムバックオフカウ
ンタの前に終了した場合に、前記２次周波数チャネルを介して第２のデータパケットを送
信するようにさらに構成され、前記信号検出器は、前記ランダムバックオフカウンタまた
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は前記第２のランダムバックオフカウンタの最初のものが終了した後、終了していないラ
ンダムバックオフカウンタに関連付けられた周波数チャネルが、前記それぞれのランダム
バックオフカウンタが終了した時間の前のポイント協調機能インターフレームスペース（
ＰＩＦＳ）に基づく時間の時間期間にアイドル状態であったかどうかを決定するようにさ
らに構成され、前記送信機は、前記それぞれの周波数チャネルが、前記それぞれのランダ
ムバックオフカウンタが終了した前記時間の前の前記ＰＩＦＳに基づく時間の前記時間期
間にアイドル状態であった場合に、終了していないランダムバックオフカウンタに対応す
るデータパケットを送信するようにさらに構成される、
を備えるアクセスポイント。
【請求項２８】
　前記時間間隔はポイント協調機能インターフレームスペース（ＰＩＦＳ）を備える、請
求項２７に記載のアクセスポイント。
【請求項２９】
　前記送信機は、３元周波数チャネルが、前記第２のランダムバックオフカウンタが終了
した時間の前のアービトレーションフレーム間間隔（ＡＩＦＳ）に基づく時間の時間期間
にアイドル状態であった場合に、前記３元周波数チャネルを介して第４のデータパケット
を送信するようにさらに構成される、請求項２７に記載のアクセスポイント。
【請求項３０】
　前記送信機は、前記２次周波数チャネルおよび３元周波数チャネルを介して前記第２の
データパケットを送信するようにさらに構成され、前記第２のデータパケットは、物理レ
イヤプリアンブルを備え、前記物理レイヤプリアンブルは、前記２次周波数チャネルに前
記第２の局、および前記３元周波数チャネルに第３の局の割振りを備える、請求項２７に
記載のアクセスポイント。
【請求項３１】
　前記送信機は、
　前記第２のデータパケットの送信後に、前記２次周波数チャネルを介して前記第２の局
に第３のデータパケットを送信し、
　前記第２のデータパケットの送信後に、前記３元周波数チャネルの前記第３の局に第４
のデータパケットを送信する
ようにさらに構成される、請求項３０に記載のアクセスポイント。
【請求項３２】
　前記１次周波数チャネル、前記２次周波数チャネル、および前記３元周波数チャネルは
、動作帯域幅において隣接している、請求項３０に記載のアクセスポイント。
【請求項３３】
　前記１次周波数チャネル、前記２次周波数チャネル、および前記３元周波数チャネルは
、動作帯域幅において隣接していない、請求項３０に記載のアクセスポイント。
【請求項３４】
　前記第１の局は、前記２次周波数チャネルまたは前記３元周波数チャネルを介して通信
するように構成されていない、請求項３０に記載のアクセスポイント。
【請求項３５】
　前記プロセッサは、制限付きアクセスウィンドウ（ＲＡＷ）タイミングに基づく時間に
前記ランダムバックオフカウンタを動作させるようにさらに構成され、前記ＲＡＷタイミ
ングは、媒体へのアクセスが局のグループに制限される時間間隔である、請求項２７に記
載のアクセスポイント。
【請求項３６】
　前記プロセッサは、ターゲット起動時間（ＴＷＴ）に基づく時間に前記ランダムバック
オフカウンタを動作させるようにさらに構成され、前記ＴＷＴは、前記第１の局が起動し
ている時間である、請求項２７に記載のアクセスポイント。
【請求項３７】
　前記第２のデータパケットの送信が完了した後に、前記２次周波数チャネルを介して前
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記第２の局から第１のブロック確認応答を受信するように構成された受信機をさらに備え
、前記送信機は、前記第１のブロック確認応答の受信に応答して、前記１次周波数チャネ
ルを介して前記第１の局にブロック確認応答要求を送信するようにさらに構成され、前記
受信機は、前記ブロック確認応答要求に応答して、前記１次周波数チャネルを介して前記
第１の局から第２のブロック確認応答を受信するようにさらに構成される、請求項２７に
記載のアクセスポイント。
【請求項３８】
　前記第２のデータパケットの送信が完了した後に、前記２次周波数チャネルを介して前
記第２の局から第１のブロック確認応答を受信するように構成された受信機をさらに備え
、前記受信機は、前記第１のデータパケットの送信が完了した後に、前記１次周波数チャ
ネルを介して前記第１の局から第２のブロック確認応答を受信するようにさらに構成され
、前記第１のブロック確認応答および前記第２のブロック確認応答は同じ時間に受信され
る、請求項２７に記載のアクセスポイント。
【請求項３９】
　前記送信機は、前記第１のデータパケットおよび前記第２のデータパケットの送信が完
了した後に、前記１次周波数チャネルを介して前記第１の局に、前記２次周波数チャネル
を介して前記第２の局にブロック確認応答要求を送信するようにさらに構成される、請求
項２７に記載のアクセスポイント。
【請求項４０】
　前記ブロック確認応答要求に応答して、前記２次周波数チャネルを介して前記第２の局
から第１のブロック確認応答を受信するように構成された受信機をさらに備え、前記受信
機は、前記ブロック確認応答要求に応答して、前記１次周波数チャネルを介して前記第１
の局から第２のブロック確認応答を受信するようにさらに構成され、前記第１のブロック
確認応答および前記第２のブロック確認応答は同じ時間に受信される、請求項３９に記載
のアクセスポイント。
【請求項４１】
　前記送信機は、前記第１のデータパケットおよび前記第２のデータパケットの送信が完
了した後に、前記１次周波数チャネルを介して前記第１の局および前記第２の局にブロッ
ク確認応答要求を送信するようにさらに構成される、請求項２７に記載のアクセスポイン
ト。
【請求項４２】
　前記ブロック確認応答要求に応答して、前記２次周波数チャネルを介して前記第２の局
から第１のブロック確認応答を受信するように構成された受信機をさらに備え、前記受信
機は、前記ブロック確認応答要求に応答して、前記１次周波数チャネルを介して前記第１
の局から第２のブロック確認応答を受信するようにさらに構成され、前記第１のブロック
確認応答および前記第２のブロック確認応答は同じ時間に受信される、請求項４１に記載
のアクセスポイント。
【請求項４３】
　前記第２のデータパケットの送信が完了した後に、前記１次周波数チャネルを介して前
記第２の局から第１のブロック確認応答を受信するように構成された受信機をさらに備え
、前記受信機は、前記第１のデータパケットの送信が完了した後に、前記１次周波数チャ
ネルを介して前記第１の局から第２のブロック確認応答を受信するようにさらに構成され
、前記第１のブロック確認応答および前記第２のブロック確認応答は同じ時間に受信され
る、請求項２７に記載のアクセスポイント。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４４】
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　[00172]上記の説明は、本開示の態様を対象としたものであるが、本開示の基本的な範
囲を逸脱することなく、本開示の他の態様およびさらなる態様も考案され得、本開示の範
囲は、以下の特許請求の範囲によって決定される。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　データを送信するための方法であって、
　第１のメッセージを生成することと、前記第１のメッセージは、第１の周波数チャネル
に第１の局、および第２の周波数チャネルに第２の局の割振りを備える、
　前記第１の周波数チャネルまたは前記第２の周波数チャネルのうちの少なくとも１つを
介して前記第１のメッセージを送信することと、
　前記第１のメッセージの送信後に、前記第１の周波数チャネルを使用して前記第１の局
に第２のメッセージを送信することと、
　前記第１のメッセージの送信後に、前記第２の周波数チャネルを使用して前記第２の局
に第３のメッセージを送信することとを備える方法。
［Ｃ２］
　前記第１のメッセージは、前記第１の周波数チャネルに前記第１の局を、前記第２の周
波数チャネルに前記第２の局を割り振る物理レイヤプリアンブル
を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記第１のメッセージは、前記第１の局のための第１のデータと、前記第２の局のため
の第２のデータとをさらに備える、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記物理レイヤプリアンブルは、前記第１の局に関連付けられた第１の変調およびコー
ディング方式（ＭＣＳ）、前記第２の局に関連付けられた第２のＭＣＳ、アクセスポイン
トが前記第１の局に送信することになる時間の時間期間、前記アクセスポイントが前記第
１の局に送信することになるバイトの数、前記アクセスポイントが前記第２の局に送信す
ることになる時間の時間期間、前記アクセスポイントが前記第２の局に送信することにな
るバイトの数、前記第１の周波数チャネルに関連付けられ、前記第１の局に送信に使用さ
れる第１のチャネル帯域幅、前記第２の周波数チャネルに関連付けられ、前記第２の局に
送信に使用される第２のチャネル帯域幅、前記第２の周波数チャネルを介して通信するよ
うに構成されていない局が前記第１の周波数チャネルを介した送信を遅らせるべき時間の
時間期間、前記第２の周波数チャネル上で使用される送信電力、または３元周波数チャネ
ル上で使用される送信電力のうちの少なくとも１つをさらに備える、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記物理レイヤプリアンブルは、前記第１の局に関する送信モードの指示と、前記第２
の局に関する送信モードの指示とをさらに備え、前記第１の局に関する前記送信モードお
よび前記第２の局に関する前記送信モードは、コーディングモードまたはパイロットロケ
ーションモードのうちの少なくとも１つを備える、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記物理レイヤプリアンブルは、前記第１の周波数チャネルに前記第１の局を、前記第
２の周波数チャネルに前記第２の局を割り振るグループ識別をさらに備える、Ｃ２に記載
の方法。
［Ｃ７］
　前記第１のメッセージは、物理レイヤと媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤとを備え、
前記ＭＡＣレイヤは、前記第１の周波数チャネルに前記第１の局を、前記第２の周波数チ
ャネルに前記第２の局を割り振る、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記第１の周波数チャネルのチャネル帯域幅を、前記第２の周波数チャネルのチャネル
帯域幅の値よりも大きい値に設定することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］
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　第２のメッセージを送信することと、第３のメッセージを送信することとは、前記第１
の局に前記第２のメッセージを、前記第２の局に前記第３のメッセージを同時に送信する
ことを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］
　第２のメッセージを送信することは、第１の時間に前記第２のメッセージを送信するこ
とを備え、第３のメッセージを送信することは、前記第１の時間の後の第２の時間に前記
第３のメッセージを送信することを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記第１の周波数チャネルおよび前記第２の周波数チャネルは、動作帯域幅において隣
接している、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記第１の周波数チャネルおよび前記第２の周波数チャネルは、動作帯域幅において隣
接していない、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　データを送信するための装置であって、
　第１のメッセージを生成するための手段と、前記第１のメッセージは、第１の周波数チ
ャネルに第１の局、および第２の周波数チャネルに第２の局の割振りを備える、
　前記第１の周波数チャネルおよび前記第２の周波数チャネルを介して前記第１のメッセ
ージを送信するための手段と、
　前記第１のメッセージの送信後に、前記第１の周波数チャネルを使用して前記第１の局
に第２のメッセージを送信するための手段と、
　前記第１のメッセージの送信後に、前記第２の周波数チャネルを使用して前記第２の局
に第３のメッセージを送信するための手段と
を備える装置。
［Ｃ１４］
　前記第１のメッセージは、前記第１の周波数チャネルに前記第１の局を、前記第２の周
波数チャネルに前記第２の局を割り振る物理レイヤプリアンブルを備える、Ｃ１３に記載
の装置。
［Ｃ１５］
　前記第１のメッセージは、前記第１の局のための第１のデータと、前記第２の局のため
の第２のデータとをさらに備える、Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ１６］
　前記物理レイヤプリアンブルは、前記第１の局に関連付けられた第１の変調およびコー
ディング方式（ＭＣＳ）、前記第２の局に関連付けられた第２のＭＣＳ、アクセスポイン
トが前記第１の局に送信することになる時間の時間期間、前記アクセスポイントが前記第
１の局に送信することになるバイトの数、前記アクセスポイントが前記第２の局に送信す
ることになる時間の時間期間、前記アクセスポイントが前記第２の局に送信することにな
るバイトの数、前記第１の周波数チャネルに関連付けられ、前記第１の局に送信に使用さ
れる第１のチャネル帯域幅、前記第２の周波数チャネルに関連付けられ、前記第２の局に
送信に使用される第２のチャネル帯域幅、前記第２の周波数チャネルを介して通信するよ
うに構成されていない局が前記第１の周波数チャネルを介した送信を遅らせるべき時間の
時間期間、前記第２の周波数チャネル上で使用される送信電力、または３元周波数チャネ
ル上で使用される送信電力のうちの少なくとも１つをさらに備える、Ｃ１４に記載の装置
。
［Ｃ１７］
　前記物理レイヤプリアンブルは、前記第１の局に関する送信モードの指示と、前記第２
の局に関する送信モードの指示とをさらに備え、前記第１の局に関する前記送信モードお
よび前記第２の局に関する前記送信モードは、コーディングモードまたはパイロットロケ
ーションモードのうちの少なくとも１つを備える、Ｃ１６に記載の装置。
［Ｃ１８］
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　前記物理レイヤプリアンブルは、前記第１の周波数チャネルに前記第１の局を、前記第
２の周波数チャネルに前記第２の局を割り振るグループ識別をさらに備える、Ｃ１４に記
載の装置。
［Ｃ１９］
　前記第１のメッセージは、物理レイヤと媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤとを備え、
前記ＭＡＣレイヤは、前記第１の周波数チャネルに前記第１の局、および前記第２の周波
数チャネルに前記第２の局を割り振る、Ｃ１３に記載の装置。
［Ｃ２０］
　前記第１のメッセージを生成するための前記手段は、プロセッサを備え、前記第１のメ
ッセージを送信するための前記手段と、前記第２のメッセージを送信するための前記手段
と、前記第３のメッセージを送信するための前記手段とは、送信機を備える、Ｃ１３に記
載の装置。
［Ｃ２１］
　実行されたときに装置に、
　第１のメッセージを生成することと、前記第１のメッセージは、第１の周波数チャネル
に第１の局、および第２の周波数チャネルに第２の局の割振りを備える、
　前記第１の周波数チャネルおよび前記第２の周波数チャネルを介して前記第１のメッセ
ージを送信することと、
　前記第１のメッセージの送信後に、前記第１の周波数チャネルを使用して前記第１の局
に第２のメッセージを送信することと、
　前記第１のメッセージの送信後に、前記第２の周波数チャネルを使用して前記第２の局
に第３のメッセージを送信することと
を行わせるコードを備える非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ２２］
　前記第１のメッセージは、前記第１の周波数チャネルに前記第１の局、および前記第２
の周波数チャネルに前記第２の局を割り振る物理レイヤプリアンブルを備える、Ｃ２１に
記載の媒体。
［Ｃ２３］
　前記第１のメッセージは、前記第１の局のための第１のデータと、前記第２の局のため
の第２のデータとをさらに備える、Ｃ２２に記載の媒体。
［Ｃ２４］
　前記物理レイヤプリアンブルは、前記第１の局に関連付けられた第１の変調およびコー
ディング方式（ＭＣＳ）、前記第２の局に関連付けられた第２のＭＣＳ、アクセスポイン
トが前記第１の局に送信することになる時間の時間期間、前記アクセスポイントが前記第
１の局に送信することになるバイトの数、前記アクセスポイントが前記第２の局に送信す
ることになる時間の時間期間、前記アクセスポイントが前記第２の局に送信することにな
るバイトの数、前記第１の周波数チャネルに関連付けられ、前記第１の局に送信に使用さ
れる第１のチャネル帯域幅、前記第２の周波数チャネルに関連付けられ、前記第２の局に
送信に使用される第２のチャネル帯域幅、前記第２の周波数チャネルを介して通信するよ
うに構成されていない局が前記第１の周波数チャネルを介した送信を遅らせるべき時間の
時間期間、前記第２の周波数チャネル上で使用される送信電力、または３元周波数チャネ
ル上で使用される送信電力のうちの少なくとも１つをさらに備える、Ｃ２２に記載の媒体
。
［Ｃ２５］
　前記物理レイヤプリアンブルは、前記第１の局に関する送信モードの指示と、前記第２
の局に関する送信モードの指示とをさらに備え、ここにおいて、前記第１の局に関する前
記送信モードおよび前記第２の局に関する前記送信モードは、コーディングモードまたは
パイロットロケーションモードのうちの少なくとも１つを備える、Ｃ２４に記載の媒体。
［Ｃ２６］
　前記物理レイヤプリアンブルは、前記第１の周波数チャネルに前記第１の局を、前記第
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２の周波数チャネルに前記第２の局を割り振るグループ識別をさらに備える、Ｃ２２に記
載の媒体。
［Ｃ２７］
　前記第１のメッセージは、物理レイヤと媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤとを備え、
前記ＭＡＣレイヤは、前記第１の周波数チャネルに前記第１の局を、前記第２の周波数チ
ャネルに前記第２の局を割り振る、Ｃ２１に記載の媒体。
［Ｃ２８］
　データを送信するための装置であって、
　第１のメッセージを生成するように構成されたプロセッサと、前記第１のメッセージは
、第１の周波数チャネルに第１の局、および第２の周波数チャネルに第２の局の割振りを
備える、
　前記第１の周波数チャネルおよび前記第２の周波数チャネルを介して前記第１のメッセ
ージを送信するように構成された送信機と、前記送信機は、前記第１のメッセージの送信
後に、前記第１の周波数チャネルを使用して前記第１の局に第２のメッセージを送信する
ようにさらに構成され、前記送信機は、前記第１のメッセージの送信後に、前記第２の周
波数チャネルを使用して前記第２の局に第３のメッセージを送信するようにさらに構成さ
れる、
を備える装置。
［Ｃ２９］
　前記第１のメッセージは、前記第１の周波数チャネルに前記第１の局を、前記第２の周
波数チャネルに前記第２の局を割り振る物理レイヤプリアンブルを備える、Ｃ２８に記載
の装置。
［Ｃ３０］
　前記第１のメッセージは、前記第１の局のための第１のデータと、前記第２の局のため
の第２のデータとをさらに備える、Ｃ２９に記載の装置。
［Ｃ３１］
　前記物理レイヤプリアンブルは、前記第１の局に関連付けられた第１の変調およびコー
ディング方式（ＭＣＳ）、前記第２の局に関連付けられた第２のＭＣＳ、アクセスポイン
トが前記第１の局に送信することになる時間の時間期間、前記アクセスポイントが前記第
１の局に送信することになるバイトの数、前記アクセスポイントが前記第２の局に送信す
ることになる時間の時間期間、前記アクセスポイントが前記第２の局に送信することにな
るバイトの数、前記第１の周波数チャネルに関連付けられ、前記第１の局に送信に使用さ
れる第１のチャネル帯域幅、前記第２の周波数チャネルに関連付けられ、前記第２の局に
送信に使用される第２のチャネル帯域幅、前記第２の周波数チャネルを介して通信するよ
うに構成されていない局が前記第１の周波数チャネルを介した送信を遅らせるべき時間の
時間期間、前記第２の周波数チャネル上で使用される送信電力、または３元周波数チャネ
ル上で使用される送信電力のうちの少なくとも１つをさらに備える、Ｃ２９に記載の装置
。
［Ｃ３２］
　前記物理レイヤプリアンブルは、前記第１の局に関する送信モードの指示と、前記第２
の局に関する送信モードの指示とをさらに備え、前記第１の局に関する前記送信モードお
よび前記第２の局に関する前記送信モードは、コーディングモードまたはパイロットロケ
ーションモードのうちの少なくとも１つを備える、Ｃ３１に記載の装置。
［Ｃ３３］
　前記物理レイヤプリアンブルは、前記第１の周波数チャネルに前記第１の局を、前記第
２の周波数チャネルに前記第２の局を割り振るグループ識別をさらに備える、Ｃ２９に記
載の装置。
［Ｃ３４］
　前記第１のメッセージは、物理レイヤと媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤとを備え、
前記ＭＡＣレイヤは、前記第１の周波数チャネルに前記第１の局を、前記第２の周波数チ
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ャネルに前記第２の局を割り振る、Ｃ２８に記載の装置。
［Ｃ３５］
　前記第１の周波数チャネルのチャネル帯域幅を、前記第２の周波数チャネルのチャネル
帯域幅の値よりも大きい値に設定するように構成された送信制御ユニットをさらに備える
、Ｃ２８に記載の装置。
［Ｃ３６］
　前記送信機は、前記第１の局に前記第２のメッセージを、前記第２の局に前記第３のメ
ッセージを同時に送信するようにさらに構成される、Ｃ２８に記載の装置。
［Ｃ３７］
　前記送信機は、
　第１の時間に前記第２のメッセージを送信し、
　前記第１の時間の後の第２の時間に前記第３のメッセージを送信するためにさらに構成
される、Ｃ２８に記載の装置。
［Ｃ３８］
　前記第１の周波数チャネルおよび前記第２の周波数チャネルは、動作帯域幅において隣
接している、Ｃ２８に記載の装置。
［Ｃ３９］
　前記第１の周波数チャネルおよび前記第２の周波数チャネルは、動作帯域幅において隣
接していない、Ｃ２８に記載の装置。
［Ｃ４０］
　データを送信するための方法であって、
　１次周波数チャネルを介した第１の局に送信用の第１のパケットを生成することと、
　第２のパケットを生成することと、前記第２のパケットは、物理レイヤプリアンブルを
備え、前記物理レイヤプリアンブルは、２次周波数チャネルに第２の局、および３元周波
数チャネルに第３の局の割振りを備える、
　前記第１の局に前記１次周波数チャネルを介して前記第１のパケットを送信することと
、前記第１の局は、前記２次周波数チャネルまたは前記３元周波数チャネルを介して通信
するように構成されていない、
　前記２次周波数チャネルおよび前記３元周波数チャネルを介して前記第２のパケットを
送信することと、
　前記第２のパケットの送信後に、前記２次周波数チャネルを使用して前記第２の局に第
３のパケットを送信することと、
　前記第２のパケットの送信後に、前記３元周波数チャネルを使用して前記第３の局に第
４のパケットを送信することと
を備える方法。
［Ｃ４１］
　前記第２のパケットは、前記第２の局のための第１のデータと、前記第３の局のための
第２のデータとをさらに備える、Ｃ４０に記載の方法。
［Ｃ４２］
　前記物理レイヤプリアンブルは、前記第２の局に関連付けられた第１の変調およびコー
ディング方式（ＭＣＳ）、前記第３の局に関連付けられた第２のＭＣＳ、アクセスポイン
トが前記第２の局に送信することになる時間の時間期間、前記アクセスポイントが前記第
２の局に送信することになるバイトの数、前記アクセスポイントが前記第３の局に送信す
ることになる時間の時間期間、前記アクセスポイントが前記第３の局に送信することにな
るバイトの数、前記２次周波数チャネルに関連付けられ、前記第２の局に送信に使用され
る第１のチャネル帯域幅、前記３元周波数チャネルに関連付けられ、前記第３の局に送信
に使用される第２のチャネル帯域幅、前記２次周波数チャネル上で使用される送信電力、
または前記３元周波数チャネル上で使用される送信電力のうちの少なくとも１つをさらに
備える、Ｃ４０に記載の方法。
［Ｃ４３］
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　前記物理レイヤプリアンブルは、前記第２の局に関する送信モードの指示と、前記第３
の局に関する送信モードの指示とをさらに備え、前記第２の局に関する前記送信モードお
よび前記第３の局に関する前記送信モードは、コーディングモードまたはパイロットロケ
ーションモードのうちの少なくとも１つを備える、Ｃ４２に記載の方法。
［Ｃ４４］
　前記１次周波数チャネルのチャネル帯域幅を、前記２次周波数チャネルのチャネル帯域
幅の値よりも大きい値に設定することをさらに備える、Ｃ４０に記載の方法。
［Ｃ４５］
　前記第１のパケットを送信することと、前記第２のパケットを送信することとは、前記
第１の局に前記第１のパケットを、前記２次周波数チャネルおよび前記３元周波数チャネ
ルを介して前記第２のパケットを同時に送信することを備える、Ｃ４０に記載の方法。
［Ｃ４６］
　前記第１のパケットを送信することは、第１の時間に前記第１のパケットを送信するこ
とを備え、前記第２のパケットを送信することは、前記第１の時間の後の第２の時間に前
記第２のパケットを送信することを備える、Ｃ４０に記載の方法。
［Ｃ４７］
　第３のパケットを送信することと、第４のパケットを送信することとは、前記第２の局
に前記第３のパケットを、前記第３の局に前記第４のパケットを同時に送信することを備
える、Ｃ４０に記載の方法。
［Ｃ４８］
　第３のパケットを送信することは、第１の時間に前記第３のパケットを送信することを
備え、第４のパケットを送信することは、前記第１の時間の後の第２の時間に前記第４の
パケットを送信することを備える、Ｃ４０に記載の方法。
［Ｃ４９］
　前記１次周波数チャネル、前記２次周波数チャネル、および前記３元周波数チャネルは
、動作帯域幅において隣接している、Ｃ４０に記載の方法。
［Ｃ５０］
　前記１次周波数チャネル、前記２次周波数チャネル、および前記３元周波数チャネルは
、動作帯域幅において隣接していない、Ｃ４０に記載の方法。
［Ｃ５１］
　前記物理レイヤプリアンブルは、前記２次周波数チャネルに前記第２の局を、前記３元
周波数チャネルに前記第３の局を割り振るグループ識別をさらに備える、Ｃ４０に記載の
方法。
［Ｃ５２］
　データを送信するための装置であって、
　１次周波数チャネルを介した第１の局に送信用の第１のパケットを生成するための手段
と、
　第２のパケットを生成するための手段と、前記第２のパケットは、物理レイヤプリアン
ブルを備え、前記物理レイヤプリアンブルは、２次周波数チャネルに第２の局、および３
元周波数チャネルに第３の局の割振りを備える、
　前記第１の局に前記１次周波数チャネルを介して前記第１のパケットを送信するための
手段と、前記第１の局は、前記２次周波数チャネルまたは前記３元周波数チャネルを介し
て通信するように構成されていない、
　前記２次周波数チャネルおよび前記３元周波数チャネルを介して前記第２のパケットを
送信するための手段と、
　前記第２のパケットの送信後に、前記２次周波数チャネルを使用して前記第２の局に第
３のパケットを送信するための手段と、
　前記第２のパケットの送信後に、前記３元周波数チャネルを使用して前記第３の局に第
４のパケットを送信するための手段と
を備える装置。
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［Ｃ５３］
　前記第２のパケットは、前記第２の局のための第１のデータと、前記第３の局のための
第２のデータとをさらに備える、Ｃ５２に記載の装置。
［Ｃ５４］
　前記１次周波数チャネルのチャネル帯域幅を、前記２次周波数チャネルのチャネル帯域
幅の値よりも大きい値に設定するための手段をさらに備える、Ｃ５２に記載の装置。
［Ｃ５５］
　前記１次周波数チャネル、前記２次周波数チャネル、および前記３元周波数チャネルは
、動作帯域幅において隣接している、Ｃ５２に記載の装置。
［Ｃ５６］
　前記１次周波数チャネル、前記２次周波数チャネル、および前記３元周波数チャネルは
、動作帯域幅において隣接していない、Ｃ５２に記載の装置。
［Ｃ５７］
　前記第１のパケットを生成するための前記手段と、前記第２のパケットを生成するため
の前記手段とは、プロセッサを備え、前記第１のパケットを送信するための前記手段と、
前記第２のパケットを送信するための前記手段と、前記第３のパケットを送信するための
前記手段と、前記第４のパケットを送信するための前記手段とは、送信機を備える、Ｃ５
２に記載の装置。
［Ｃ５８］
　実行されたときに装置に、
　１次周波数チャネルを介した第１の局に送信用の第１のパケットを生成することと、
　第２のパケットを生成することと、前記第２のパケットは、物理レイヤプリアンブルを
備え、前記物理レイヤプリアンブルは、２次周波数チャネルに第２の局、および３元周波
数チャネルに第３の局の割振りを備える、
　前記第１の局に前記１次周波数チャネルを介して前記第１のパケットを送信することと
、前記第１の局は、前記２次周波数チャネルまたは前記３元周波数チャネルを介して通信
するように構成されていない、
　前記２次周波数チャネルおよび前記３元周波数チャネルを介して前記第２のパケットを
送信することと、
　前記第２のパケットの送信後に、前記２次周波数チャネルを使用して前記第２の局に第
３のパケットを送信することと、
　前記第２のパケットの送信後に、前記３元周波数チャネルを使用して前記第３の局に第
４のパケットを送信することと
を行わせるコードを備える非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ５９］
　前記第２のパケットは、前記第２の局のための第１のデータと、前記第３の局のための
第２のデータとをさらに備える、Ｃ５８に記載の媒体。
［Ｃ６０］
　実行されたときに装置に、前記１次周波数チャネルのチャネル帯域幅を、前記２次周波
数チャネルのチャネル帯域幅の値よりも大きい値に設定することを行わせるコードをさら
に備える、Ｃ５８に記載の媒体。
［Ｃ６１］
　前記１次周波数チャネル、前記２次周波数チャネル、および前記３元周波数チャネルは
、動作帯域幅において隣接している、Ｃ５８に記載の媒体。
［Ｃ６２］
　前記１次周波数チャネル、前記２次周波数チャネル、および前記３元周波数チャネルは
、動作帯域幅において隣接していない、Ｃ５８に記載の媒体。
［Ｃ６３］
　データを送信するための装置であって、
　１次周波数チャネルを介した第１の局に送信用の第１のパケットを生成するように構成
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されたプロセッサと、前記プロセッサは、第２のパケットを生成するようにさらに構成さ
れ、前記第２のパケットは、物理レイヤプリアンブルを備え、前記物理レイヤプリアンブ
ルは、２次周波数チャネルに第２の局、および３元周波数チャネルに第３の局の割振りを
備える、
　前記第１の局に前記１次周波数チャネルを介して前記第１のパケットを送信するように
構成された送信機と、前記第１の局は、前記２次周波数チャネルまたは前記３元周波数チ
ャネルを介して通信するように構成されておらず、前記送信機は、前記２次周波数チャネ
ルおよび前記３元周波数チャネルを介して前記第２のパケットを送信するようにさらに構
成され、前記送信機は、前記第２のパケットの送信後に、前記２次周波数チャネルを使用
して前記第２の局に第３のパケットを送信するようにさらに構成され、前記送信機は、前
記第２のパケットの送信後に、前記３元周波数チャネルを使用して前記第３の局に第４の
パケットを送信するようにさらに構成される、
を備える装置。
［Ｃ６４］
　前記第２のパケットは、前記第２の局のための第１のデータと、前記第３の局のための
第２のデータとをさらに備える、Ｃ６３に記載の媒体。
［Ｃ６５］
　前記物理レイヤプリアンブルは、前記第２の局に関連付けられた第１の変調およびコー
ディング方式（ＭＣＳ）、前記第３の局に関連付けられた第２のＭＣＳ、アクセスポイン
トが前記第２の局に送信することになる時間の時間期間、前記アクセスポイントが前記第
２の局に送信することになるバイトの数、前記アクセスポイントが前記第３の局に送信す
ることになる時間の時間期間、前記アクセスポイントが前記第３の局に送信することにな
るバイトの数、前記２次周波数チャネルに関連付けられ、前記第２の局に送信に使用され
る第１のチャネル帯域幅、前記３元周波数チャネルに関連付けられ、前記第３の局に送信
に使用される第２のチャネル帯域幅、前記２次周波数チャネル上で使用される送信電力、
または前記３元周波数チャネル上で使用される送信電力のうちの少なくとも１つをさらに
備える、Ｃ６３に記載の装置。
［Ｃ６６］
　前記物理レイヤプリアンブルは、前記第２の局に関する送信モードの指示と、前記第３
の局に関する送信モードの指示とをさらに備え、前記第２の局に関する前記送信モードお
よび前記第３の局に関する前記送信モードは、コーディングモードまたはパイロットロケ
ーションモードのうちの少なくとも１つを備える、Ｃ６５に記載の装置。
［Ｃ６７］
　前記１次周波数チャネルのチャネル帯域幅を、前記２次周波数チャネルのチャネル帯域
幅の値よりも大きい値に設定するように構成された送信制御ユニットをさらに備える、Ｃ
６３に記載の装置。
［Ｃ６８］
　前記送信機は、前記第１の局に前記第１のパケットを、前記２次周波数チャネルおよび
前記３元周波数チャネルを介して前記第２のパケットを同時に送信するようにさらに構成
される、Ｃ６３に記載の装置。
［Ｃ６９］
　前記送信機は、
　第１の時間に前記第１のパケットを送信し、
　前記第１の時間の後の第２の時間に前記第２のパケットを送信する
ためにさらに構成される、Ｃ６３に記載の装置。
［Ｃ７０］
　前記送信機は、前記第２の局に前記第３のパケットを、前記第３の局に前記第４のパケ
ットを同時に送信するようにさらに構成される、Ｃ６３に記載の装置。
［Ｃ７１］
　前記送信機は、
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　第１の時間に前記第３のパケットを送信し、
　前記第１の時間の後の第２の時間に前記第４のパケットを送信する
ためにさらに構成される、Ｃ６３に記載の装置。
［Ｃ７２］
　前記１次周波数チャネル、前記２次周波数チャネル、および前記３元周波数チャネルは
、動作帯域幅において隣接している、Ｃ６３に記載の装置。
［Ｃ７３］
　前記１次周波数チャネル、前記２次周波数チャネル、および前記３元周波数チャネルは
、動作帯域幅において隣接していない、Ｃ６３に記載の装置。
［Ｃ７４］
　前記物理レイヤプリアンブルは、前記２次周波数チャネルに前記第２の局を、前記３元
周波数チャネルに前記第３の局を割り振るグループ識別をさらに備える、Ｃ６３に記載の
装置。
［Ｃ７５］
　データを送信するための方法であって、
　１次周波数チャネルに関連付けられたランダムバックオフカウンタを動作させることと
、
　前記ランダムバックオフカウンタが終了した後に第１の局に前記１次周波数チャネルを
介して第１のデータパケットを送信することと、
　前記ランダムバックオフカウンタが終了した後、２次周波数チャネルが、前記ランダム
バックオフカウンタが終了した時間の前の時間間隔に基づく時間の時間期間にアイドル状
態であったかどうかを決定することと、
　前記２次周波数チャネルが、前記ランダムバックオフカウンタが終了した前記時間の前
の前記時間間隔に基づく時間の前記時間期間にアイドル状態であった場合に、第２の局に
前記２次周波数チャネルを介して第２のデータパケットを送信することと
を備える方法。
［Ｃ７６］
　前記時間間隔はポイント協調機能インターフレームスペース（ＰＩＦＳ）を備える、Ｃ
７５に記載の方法。
［Ｃ７７］
　前記２次周波数チャネルに関連付けられた第２のランダムバックオフカウンタを動作さ
せることと、
　前記第１のランダムバックオフカウンタが前記第２のランダムバックオフカウンタの前
に終了した場合に、前記１次周波数チャネルを介して前記第２のデータパケットを送信す
ることと、
　前記第２のランダムバックオフカウンタが前記第１のランダムバックオフカウンタの前
に終了した場合に、前記２次周波数チャネルを介して第３のデータパケットを送信するこ
とと、
　前記第１のランダムバックオフカウンタまたは前記第２のランダムバックオフカウンタ
のいずれかが最初に終了した後、終了していないランダムバックオフカウンタに関連付け
られた周波数チャネルが、前記それぞれのランダムバックオフカウンタが終了した時間の
前のポイント協調機能インターフレームスペース（ＰＩＦＳ）に基づく時間の時間期間に
アイドル状態であったかどうかを決定することと、
　前記それぞれの周波数チャネルが、前記それぞれのランダムバックオフカウンタが終了
した前記時間の前の前記ＰＩＦＳに基づく時間の前記時間期間にアイドル状態であった場
合に、終了していないランダムバックオフカウンタに対応するデータパケットを送信する
ことと
をさらに備える、Ｃ７５に記載の方法。
［Ｃ７８］
　３元周波数チャネルが、前記第２のランダムバックオフカウンタが終了した時間の前の
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アービトレーションフレーム間間隔（ＡＩＦＳ）に基づく時間の時間期間にアイドル状態
であった場合に、前記３元周波数チャネルを介して第４のデータパケットを送信すること
をさらに備える、Ｃ７７に記載の方法。
［Ｃ７９］
　前記２次周波数チャネルおよび３元周波数チャネルを介して前記第２のデータパケット
を送信することをさらに備え、前記第２のデータパケットは、物理レイヤプリアンブルを
備え、前記物理レイヤプリアンブルは、前記２次周波数チャネルに前記第２の局、および
前記３元周波数チャネルに第３の局の割振りを備える、Ｃ７５に記載の方法。
［Ｃ８０］
　前記第２のデータパケットの送信後に、前記２次周波数チャネルを介して前記第２の局
に第３のデータパケットを送信することと、
　前記第２のデータパケットの送信後に、前記３元周波数チャネルの前記第３の局に第４
のデータパケットを送信することと
をさらに備える、Ｃ７９に記載の方法。
［Ｃ８１］
　前記１次周波数チャネル、前記２次周波数チャネル、および前記３元周波数チャネルは
、動作帯域幅において隣接している、Ｃ７９に記載の方法。
［Ｃ８２］
　前記１次周波数チャネル、前記２次周波数チャネル、および前記３元周波数チャネルは
、動作帯域幅において隣接していない、Ｃ７９に記載の方法。
［Ｃ８３］
　前記第１の局は、前記２次周波数チャネルまたは前記３元周波数チャネルを介して通信
するように構成されていない、Ｃ７９に記載の方法。
［Ｃ８４］
　ランダムバックオフカウンタを動作させることは、制限付きアクセスウィンドウ（ＲＡ
Ｗ）タイミングに基づく時間に前記ランダムバックオフカウンタを動作させることを備え
、前記ＲＡＷタイミングは、媒体にアクセスが局のグループに制限される時間間隔である
、Ｃ７５に記載の方法。
［Ｃ８５］
　ランダムバックオフカウンタを動作させることは、ターゲット起動時間（ＴＷＴ）に基
づく時間に前記ランダムバックオフカウンタを動作させることを備え、前記ＴＷＴは、前
記第１の局が起動している時間である、Ｃ７５に記載の方法。
［Ｃ８６］
　前記第２のデータパケットの送信が完了した後に、前記２次周波数チャネルを介して前
記第２の局から第１のブロック確認応答を受信することと、
　前記第１のブロック確認応答の受信に応答して、前記１次周波数チャネルを介して前記
第１の局にブロック確認応答要求を送信することと、
　前記ブロック確認応答要求に応答して、前記１次周波数チャネルを介して前記第１の局
から第２のブロック確認応答を受信することと
をさらに備える、Ｃ７５に記載の方法。
［Ｃ８７］
　前記第２のデータパケットの送信が完了した後に、前記２次周波数チャネルを介して前
記第２の局から第１のブロック確認応答を受信することと、
　前記第１のデータパケットの送信が完了した後に、前記１次周波数チャネルを介して前
記第１の局から第２のブロック確認応答を受信することと、前記第１のブロック確認応答
および前記第２のブロック確認応答は同じ時間に受信される、
をさらに備える、Ｃ７５に記載の方法。
［Ｃ８８］
　前記第１のデータパケットおよび前記第２のデータパケットの送信が完了した後に、前
記１次周波数チャネルを介して前記第１の局に、前記２次周波数チャネルを介して前記第



(18) JP 2016-523035 A5 2017.3.9

２の局にブロック確認応答要求を送信することと、
　前記ブロック確認応答要求に応答して、前記２次周波数チャネルを介して前記第２の局
から第１のブロック確認応答を受信することと、
　前記ブロック確認応答要求に応答して、前記１次周波数チャネルを介して前記第１の局
から第２のブロック確認応答を受信することと、前記第１のブロック確認応答および前記
第２のブロック確認応答は同じ時間に受信される、
をさらに備える、Ｃ７５に記載の方法。
［Ｃ８９］
　前記第１のデータパケットおよび前記第２のデータパケットの送信が完了した後に、前
記１次周波数チャネルを介して前記第１の局および前記第２の局にブロック確認応答要求
を送信することと、
　前記ブロック確認応答要求に応答して、前記２次周波数チャネルを介して前記第２の局
から第１のブロック確認応答を受信することと、
　前記ブロック確認応答要求に応答して、前記１次周波数チャネルを介して前記第１の局
から第２のブロック確認応答を受信することと、前記第１のブロック確認応答および前記
第２のブロック確認応答は同じ時間に受信される、
をさらに備える、Ｃ７５に記載の方法。
［Ｃ９０］
　前記第２のデータパケットの送信が完了した後に、前記１次周波数チャネルを介して前
記第２の局から第１のブロック確認応答を受信することと、
　前記第１のデータパケットの送信が完了した後に、前記１次周波数チャネルを介して前
記第１の局から第２のブロック確認応答を受信することと、前記第１のブロック確認応答
および前記第２のブロック確認応答は同じ時間に受信される、
をさらに備える、Ｃ７５に記載の方法。
［Ｃ９１］
　データを送信するための装置であって、
　１次周波数チャネルに関連付けられたランダムバックオフカウンタを動作させるための
手段と、
　前記ランダムバックオフカウンタが終了した後に第１の局に前記１次周波数チャネルを
介して第１のデータパケットを送信するための手段と、
　前記ランダムバックオフカウンタが終了した後、２次周波数チャネルが、前記ランダム
バックオフカウンタが終了した時間の前の時間間隔に基づく時間の時間期間にアイドル状
態であったかどうかを決定するための手段と、
　前記２次周波数チャネルが、前記ランダムバックオフカウンタが終了した前記時間の前
の前記時間間隔に基づく時間の前記時間期間にアイドル状態であった場合に、第２の局に
前記２次周波数チャネルを介して第２のデータパケットを送信するための手段と
を備える装置。
［Ｃ９２］
　前記時間間隔はポイント協調機能インターフレームスペース（ＰＩＦＳ）を備える、Ｃ
９１に記載の装置。
［Ｃ９３］
　前記２次周波数チャネルに関連付けられた第２のランダムバックオフカウンタを動作さ
せるための手段と、
　前記第１のランダムバックオフカウンタが前記第２のランダムバックオフカウンタの前
に終了した場合に、前記１次周波数チャネルを介して前記第２のデータパケットを送信す
るための手段と、
　前記第２のランダムバックオフカウンタが前記第１のランダムバックオフカウンタの前
に終了した場合に、前記２次周波数チャネルを介して第３のデータパケットを送信するた
めの手段と、
　前記第１のランダムバックオフカウンタまたは前記第２のランダムバックオフカウンタ
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のいずれかが最初に終了した後、終了していないランダムバックオフカウンタに関連付け
られた周波数チャネルが、前記それぞれのランダムバックオフカウンタが終了した時間の
前のポイント協調機能インターフレームスペース（ＰＩＦＳ）に基づく時間の時間期間に
アイドル状態であったかどうかを決定するための手段と、
　前記それぞれの周波数チャネルが、前記それぞれのランダムバックオフカウンタが終了
した前記時間の前の前記ＰＩＦＳに基づく時間の前記時間期間にアイドル状態であった場
合に、終了していないランダムバックオフカウンタに対応するデータパケットを送信する
ための手段と
をさらに備える、Ｃ９１に記載の装置。
［Ｃ９４］
　３元周波数チャネルが、前記第２のランダムバックオフカウンタが終了した時間の前の
アービトレーションフレーム間間隔（ＡＩＦＳ）に基づく時間の時間期間にアイドル状態
であった場合に、前記３元周波数チャネルを介して第４のデータパケットを送信するため
の手段をさらに備える、Ｃ９３に記載の装置。
［Ｃ９５］
　ランダムバックオフカウンタを動作させるための手段は、制限付きアクセスウィンドウ
（ＲＡＷ）タイミングに基づく時間に前記ランダムバックオフカウンタを動作させるため
の手段を備え、前記ＲＡＷタイミングは、媒体にアクセスが局のグループに制限される時
間間隔である、Ｃ９１に記載の装置。
［Ｃ９６］
　ランダムバックオフカウンタを動作させるための手段は、ターゲット起動時間（ＴＷＴ
）に基づく時間に前記ランダムバックオフカウンタを動作させるための手段を備え、前記
ＴＷＴは、前記第１の局が起動している時間である、Ｃ９１に記載の装置。
［Ｃ９７］
　動作させるための前記手段は、プロセッサを備え、前記第１のデータパケット送信する
ための前記手段と、前記第２のデータパケット送信するための前記手段とは、送信機を備
え、決定するための前記手段は、信号検出器を備える、Ｃ９１に記載の装置。
［Ｃ９８］
　実行されたときに装置に、
　１次周波数チャネルに関連付けられたランダムバックオフカウンタを動作させることと
、
　前記ランダムバックオフカウンタが終了した後に第１の局に前記１次周波数チャネルを
介して第１のデータパケットを送信することと、
　前記ランダムバックオフカウンタが終了した後、２次周波数チャネルが、前記ランダム
バックオフカウンタが終了した時間の前の時間間隔に基づく時間の時間期間にアイドル状
態であったかどうかを決定することと、
　前記２次周波数チャネルが、前記ランダムバックオフカウンタが終了した前記時間の前
の前記時間間隔に基づく時間の前記時間期間にアイドル状態であった場合に、第２の局に
前記２次周波数チャネルを介して第２のデータパケットを送信することと
を行わせるコードを備える非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ９９］
　前記時間間隔はポイント協調機能インターフレームスペース（ＰＩＦＳ）を備える、Ｃ
９８に記載の媒体。
［Ｃ１００］
　実行されたときに装置に、
　前記２次周波数チャネルに関連付けられた第２のランダムバックオフカウンタを動作さ
せることと、
　前記第１のランダムバックオフカウンタが前記第２のランダムバックオフカウンタの前
に終了した場合に、前記１次周波数チャネルを介して前記第２のデータパケットを送信す
ることと、
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　前記第２のランダムバックオフカウンタが前記第１のランダムバックオフカウンタの前
に終了した場合に、前記２次周波数チャネルを介して第３のデータパケットを送信するこ
とと、
　前記第１のランダムバックオフカウンタまたは前記第２のランダムバックオフカウンタ
のいずれかが最初に終了した後、終了していないランダムバックオフカウンタに関連付け
られた周波数チャネルが、前記それぞれのランダムバックオフカウンタが終了した時間の
前のポイント協調機能インターフレームスペース（ＰＩＦＳ）に基づく時間の時間期間に
アイドル状態であったかどうかを決定することと、
　前記それぞれの周波数チャネルが、前記それぞれのランダムバックオフカウンタが終了
した前記時間の前の前記ＰＩＦＳに基づく時間の前記時間期間にアイドル状態であった場
合に、終了していないランダムバックオフカウンタに対応するデータパケットを送信する
ことと
を行わせるコードを備える、Ｃ９８に記載の媒体。
［Ｃ１０１］
　実行されたときに装置に、３元周波数チャネルが、前記第２のランダムバックオフカウ
ンタが終了した時間の前のアービトレーションフレーム間間隔（ＡＩＦＳ）に基づく時間
の時間期間にアイドル状態であった場合に、前記３元周波数チャネルを介して第４のデー
タパケットを送信することを行わせるコードを備える、Ｃ１００に記載の媒体。
［Ｃ１０２］
　実行されたときに装置に、制限付きアクセスウィンドウ（ＲＡＷ）タイミングに基づく
時間に前記ランダムバックオフカウンタを動作させることを行わせるコードを備え、前記
ＲＡＷタイミングは、媒体にアクセスが局のグループに制限される時間間隔である、Ｃ９
８に記載の媒体。
［Ｃ１０３］
　実行されたときに装置に、ターゲット起動時間（ＴＷＴ）に基づく時間に前記ランダム
バックオフカウンタを動作させることを行わせるコードを備え、前記ＴＷＴは、前記第１
の局が起動している時間である、Ｃ９８に記載の媒体。
［Ｃ１０４］
　データを送信するための装置であって、
　１次周波数チャネルに関連付けられたランダムバックオフカウンタを動作させるために
構成されたプロセッサと、
　前記ランダムバックオフカウンタが終了した後に第１の局に前記１次周波数チャネルを
介して第１のデータパケットを送信するように構成された送信機と、
　前記ランダムバックオフカウンタが終了した後、２次周波数チャネルが、前記ランダム
バックオフカウンタが終了した時間の前の時間間隔に基づく時間の時間期間にアイドル状
態であったかどうかを決定するように構成された信号検出器と、前記送信機は、前記２次
周波数チャネルが、前記ランダムバックオフカウンタが終了した前記時間の前の前記時間
間隔に基づく時間の前記時間期間にアイドル状態であった場合に、第２の局に前記２次周
波数チャネルを介して第２のデータパケットを送信するようにさらに構成される、
を備える装置。
［Ｃ１０５］
　前記時間間隔はポイント協調機能インターフレームスペース（ＰＩＦＳ）を備える、Ｃ
１０４に記載の装置。
［Ｃ１０６］
　前記プロセッサは、前記２次周波数チャネルに関連付けられた第２のランダムバックオ
フカウンタを動作させるためにさらに構成され、前記送信機は、前記第１のランダムバッ
クオフカウンタが前記第２のランダムバックオフカウンタの前に終了した場合に、前記１
次周波数チャネルを介して前記第２のデータパケットを送信し、前記第２のランダムバッ
クオフカウンタが前記第１のランダムバックオフカウンタの前に終了した場合に、前記２
次周波数チャネルを介して第３のデータパケットを送信するようにさらに構成され、前記
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信号検出器は、前記第１のランダムバックオフカウンタまたは前記第２のランダムバック
オフカウンタのいずれかが最初に終了した後、終了していないランダムバックオフカウン
タに関連付けられた周波数チャネルが、前記それぞれのランダムバックオフカウンタが終
了した時間の前のポイント協調機能インターフレームスペース（ＰＩＦＳ）に基づく時間
の時間期間にアイドル状態であったかどうかを決定するようにさらに構成され、前記送信
機は、前記それぞれの周波数チャネルが、前記それぞれのランダムバックオフカウンタが
終了した前記時間の前の前記ＰＩＦＳに基づく時間の前記時間期間にアイドル状態であっ
た場合に、終了していないランダムバックオフカウンタに対応するデータパケットを送信
するようにさらに構成される、Ｃ１０４に記載の装置。
［Ｃ１０７］
　前記送信機は、３元周波数チャネルが、前記第２のランダムバックオフカウンタが終了
した時間の前のアービトレーションフレーム間間隔（ＡＩＦＳ）に基づく時間の時間期間
にアイドル状態であった場合に、前記３元周波数チャネルを介して第４のデータパケット
を送信するようにさらに構成される、Ｃ１０６に記載の装置。
［Ｃ１０８］
　前記送信機は、前記２次周波数チャネルおよび３元周波数チャネルを介して前記第２の
データパケットを送信するようにさらに構成され、前記第２のデータパケットは、物理レ
イヤプリアンブルを備え、前記物理レイヤプリアンブルは、前記２次周波数チャネルに前
記第２の局、および前記３元周波数チャネルに第３の局の割振りを備える、Ｃ１０４に記
載の装置。
［Ｃ１０９］
　前記送信機は、
　前記第２のデータパケットの送信後に、前記２次周波数チャネルを介して前記第２の局
に第３のデータパケットを送信し、
　前記第２のデータパケットの送信後に、前記３元周波数チャネルの前記第３の局に第４
のデータパケットを送信する
ためにさらに構成される、Ｃ１０８に記載の装置。
［Ｃ１１０］
　前記１次周波数チャネル、前記２次周波数チャネル、および前記３元周波数チャネルは
、動作帯域幅において隣接している、Ｃ１０８に記載の装置。
［Ｃ１１１］
　前記１次周波数チャネル、前記２次周波数チャネル、および前記３元周波数チャネルは
、動作帯域幅において隣接していない、Ｃ１０８に記載の装置。
［Ｃ１１２］
　前記第１の局は、前記２次周波数チャネルまたは前記３元周波数チャネルを介して通信
するように構成されていない、Ｃ１０８に記載の装置。
［Ｃ１１３］
　前記プロセッサは、制限付きアクセスウィンドウ（ＲＡＷ）タイミングに基づく時間に
前記ランダムバックオフカウンタを動作させるためにさらに構成され、前記ＲＡＷタイミ
ングは、媒体にアクセスが局のグループに制限される時間間隔である、Ｃ１０４に記載の
装置。
［Ｃ１１４］
　前記プロセッサは、ターゲット起動時間（ＴＷＴ）に基づく時間に前記ランダムバック
オフカウンタを動作させるためにさらに構成され、前記ＴＷＴは、前記第１の局が起動し
ている時間である、Ｃ１０４に記載の装置。
［Ｃ１１５］
　前記第２のデータパケットの送信が完了した後に、前記２次周波数チャネルを介して前
記第２の局から第１のブロック確認応答を受信するように構成された受信機をさらに備え
、前記送信機は、前記第１のブロック確認応答の受信に応答して、前記１次周波数チャネ
ルを介して前記第１の局にブロック確認応答要求を送信するようにさらに構成され、前記
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受信機は、前記ブロック確認応答要求に応答して、前記１次周波数チャネルを介して前記
第１の局から第２のブロック確認応答を受信するようにさらに構成される、Ｃ１０４に記
載の装置。
［Ｃ１１６］
　前記第２のデータパケットの送信が完了した後に、前記２次周波数チャネルを介して前
記第２の局から第１のブロック確認応答を受信するように構成された受信機をさらに備え
、前記受信機は、前記第１のデータパケットの送信が完了した後に、前記１次周波数チャ
ネルを介して前記第１の局から第２のブロック確認応答を受信するようにさらに構成され
、前記第１のブロック確認応答および前記第２のブロック確認応答は同じ時間に受信され
る、Ｃ１０４に記載の装置。
［Ｃ１１７］
　前記送信機は、前記第１のデータパケットおよび前記第２のデータパケットの送信が完
了した後に、前記１次周波数チャネルを介して前記第１の局に、前記２次周波数チャネル
を介して前記第２の局にブロック確認応答要求を送信するようにさらに構成される、Ｃ１
０４に記載の装置。
［Ｃ１１８］
　前記ブロック確認応答要求に応答して、前記２次周波数チャネルを介して前記第２の局
から第１のブロック確認応答を受信するように構成された受信機をさらに備え、前記受信
機は、前記ブロック確認応答要求に応答して、前記１次周波数チャネルを介して前記第１
の局から第２のブロック確認応答を受信するようにさらに構成され、前記第１のブロック
確認応答および前記第２のブロック確認応答は同じ時間に受信される、Ｃ１１７に記載の
装置。
［Ｃ１１９］
　前記送信機は、前記第１のデータパケットおよび前記第２のデータパケットの送信が完
了した後に、前記１次周波数チャネルを介して前記第１の局および前記第２の局にブロッ
ク確認応答要求を送信するようにさらに構成される、Ｃ１０４に記載の装置。
［Ｃ１２０］
　前記ブロック確認応答要求に応答して、前記２次周波数チャネルを介して前記第２の局
から第１のブロック確認応答を受信するように構成された受信機をさらに備え、前記受信
機は、前記ブロック確認応答要求に応答して、前記１次周波数チャネルを介して前記第１
の局から第２のブロック確認応答を受信するようにさらに構成され、前記第１のブロック
確認応答および前記第２のブロック確認応答は同じ時間に受信される、Ｃ１１９に記載の
装置。
［Ｃ１２１］
　前記第２のデータパケットの送信が完了した後に、前記１次周波数チャネルを介して前
記第２の局から第１のブロック確認応答を受信するように構成された受信機をさらに備え
、前記受信機は、前記第１のデータパケットの送信が完了した後に、前記１次周波数チャ
ネルを介して前記第１の局から第２のブロック確認応答を受信するようにさらに構成され
、前記第１のブロック確認応答および前記第２のブロック確認応答は同じ時間に受信され
る、Ｃ１０４に記載の装置。
［Ｃ１２２］
　データを送信するための方法であって、
　第１の局および第２の局に送信要求メッセージを送信することと、
　前記第１の局または前記第２の局のうちの少なくとも１つから少なくとも１つの送信可
メッセージを受信することと、
　１次周波数チャネルを介した前記第１の局からの送信可メッセージの受信に応答して、
前記１次周波数チャネルを介して前記第１の局に第１のデータパケットを送信することと
、
　２次周波数チャネルを介した前記第２の局からの送信可メッセージの受信に応答して、
前記２次周波数チャネルを介して前記第２の局に第２のデータパケットを送信することと
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を備える方法。
［Ｃ１２３］
　送信要求メッセージを送信することは、前記１次周波数チャネルを介して前記第１の局
に、前記２次周波数チャネルを介して前記第２の局に前記送信要求メッセージを送信する
ことを備える、Ｃ１２２に記載の方法。
［Ｃ１２４］
　送信要求メッセージを送信することは、前記１次周波数チャネルを介して前記第１の局
および前記第２の局に前記送信要求メッセージを送信することを備える、Ｃ１２２に記載
の方法。
［Ｃ１２５］
　送信要求メッセージを送信することは、前記１次周波数チャネルを介して送信可メッセ
ージを送信するように前記第１の局を指定する第１の命令と、前記２次周波数チャネルを
介して送信可メッセージを送信するように前記第２の局を指定する第２の命令とを送信す
ることを備える、Ｃ１２４に記載の方法。
［Ｃ１２６］
　前記第１の局および前記第２の局は同時に送信可メッセージをそれぞれ送信し得る、Ｃ
１２２に記載の方法。
［Ｃ１２７］
　送信要求メッセージを送信することは、前記第１の局による応答のために割り振られた
第１の時間と前記第２の局による応答のために割り振られた第２の時間とを送信すること
を備える、Ｃ１２２に記載の方法。
［Ｃ１２８］
　前記第１の局からの送信可メッセージは、前記第１の時間に従って受信され、前記第２
の局からの送信可メッセージは、前記第２の時間に従って受信される、Ｃ１２７に記載の
方法。
［Ｃ１２９］
　データを送信するための装置であって、
　第１の局および第２の局に送信要求メッセージを送信するための手段と、
　前記第１の局または前記第２の局のうちの少なくとも１つから少なくとも１つの送信可
メッセージを受信するための手段と、
　１次周波数チャネルを介した前記第１の局からの送信可メッセージの受信に応答して、
前記１次周波数チャネルを介して前記第１の局に第１のデータパケットを送信するための
手段と、
　２次周波数チャネルを介した前記第２の局からの送信可メッセージの受信に応答して、
前記２次周波数チャネルを介して前記第２の局に第２のデータパケットを送信するための
手段と
を備える装置。
［Ｃ１３０］
　送信要求メッセージを送信するための手段は、前記１次周波数チャネルを介して前記第
１の局に、前記２次周波数チャネルを介して前記第２の局に前記送信要求メッセージを送
信するための手段を備える、Ｃ１２９に記載の装置。
［Ｃ１３１］
　送信要求メッセージを送信するための手段は、前記１次周波数チャネルを介して前記第
１の局および前記第２の局に前記送信要求メッセージを送信するための手段を備える、Ｃ
１２９に記載の装置。
［Ｃ１３２］
　送信要求メッセージを送信するための手段は、前記１次周波数チャネルを介して送信可
メッセージを送信するように前記第１の局を指定する第１の命令と、前記２次周波数チャ
ネルを介して送信可メッセージを送信するように前記第２の局を指定する第２の命令とを
送信するための手段を備える、Ｃ１３１に記載の装置。
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［Ｃ１３３］
　前記送信要求メッセージを送信するための前記手段と、前記第１のデータパケット送信
するための前記手段と、前記第２のデータパケット送信するための前記手段とは、送信機
を備え、受信するための前記手段は、受信機を備える、Ｃ１２９に記載の装置。
［Ｃ１３４］
　実行されたときに装置に、
　第１の局および第２の局に送信要求メッセージを送信することと、
　前記第１の局または前記第２の局のうちの少なくとも１つから少なくとも１つの送信可
メッセージを受信することと、
　１次周波数チャネルを介した前記第１の局からの送信可メッセージの受信に応答して、
前記１次周波数チャネルを介して前記第１の局に第１のデータパケットを送信することと
、
　２次周波数チャネルを介した前記第２の局からの送信可メッセージの受信に応答して、
前記２次周波数チャネルを介して前記第２の局に第２のデータパケットを送信することと
を行わせるコードを備える非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ１３５］
　実行されたときに装置に、前記１次周波数チャネルを介して前記第１の局に、前記２次
周波数チャネルを介して前記第２の局に前記送信要求メッセージを送信することを行わせ
るコードをさらに備える、Ｃ１３４に記載の媒体。
［Ｃ１３６］
　実行されたときに装置に、前記１次周波数チャネルを介して前記第１の局および前記第
２の局に前記送信要求メッセージを送信することを行わせるコードをさらに備える、Ｃ１
３４に記載の媒体。
［Ｃ１３７］
　実行されたときに装置に、前記１次周波数チャネルを介して送信可メッセージを送信す
るように前記第１の局を指定する第１の命令と、前記２次周波数チャネルを介して送信可
メッセージを送信するように前記第２の局を指定する第２の命令とを送信することを行わ
せるコードをさらに備える、Ｃ１３６に記載の媒体。
［Ｃ１３８］
　データを送信するための装置であって、
　第１の局および第２の局に送信要求メッセージを送信するように構成された送信機と、
　前記第１の局または前記第２の局のうちの少なくとも１つから少なくとも１つの送信可
メッセージを受信するように構成された受信機と、前記送信機は、１次周波数チャネルを
介した前記第１の局からの送信可メッセージの受信に応答して、前記１次周波数チャネル
を介して前記第１の局に第１のデータパケットを送信するようにさらに構成され、前記送
信機は、２次周波数チャネルを介した前記第２の局からの送信可メッセージの受信に応答
して、前記２次周波数チャネルを介して前記第２の局に第２のデータパケットを送信する
ようにさらに構成される、
を備える装置。
［Ｃ１３９］
　前記送信機は、前記１次周波数チャネルを介して前記第１の局に、前記２次周波数チャ
ネルを介して前記第２の局に前記送信要求メッセージを送信するようにさらに構成される
、Ｃ１３８に記載の装置。
［Ｃ１４０］
　前記送信機は、前記１次周波数チャネルを介して前記第１の局および前記第２の局に前
記送信要求メッセージを送信するようにさらに構成される、Ｃ１３８に記載の装置。
［Ｃ１４１］
　前記送信機は、前記１次周波数チャネルを介して送信可メッセージを送信するように前
記第１の局を指定する第１の命令と、前記２次周波数チャネルを介して送信可メッセージ
を送信するように前記第２の局を指定する第２の命令とを送信するようにさらに構成され
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る、Ｃ１４０に記載の装置。
［Ｃ１４２］
　前記第１の局および前記第２の局は同時に送信可メッセージをそれぞれ送信し得る、Ｃ
１３８に記載の装置。
［Ｃ１４３］
　前記送信機は、前記第１の局による応答のために割り振られた第１の時間と前記第２の
局による応答のために割り振られた第２の時間とを送信するようにさらに構成される、Ｃ
１３８に記載の装置。
［Ｃ１４４］
　前記第１の局からの送信可メッセージは、前記第１の時間に従って受信され、前記第２
の局からの送信可メッセージは、前記第２の時間に従って受信される、Ｃ１４３に記載の
装置。
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